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産業建設部 経済雇用戦略課 

題  目（テーマ）：伊予市（本庁地区）のタクシー事情についての御理解を。 

          郡中の中心性と、街に自営業者（地場の飲食店）が存在すること

の意義をご理解ください。 

提 案 内 容（要旨） 

県都・松山市には1000台超のタクシー(普通車)があり、実施稼動数は約800台と松山

市という都市の実力を表す指標にもなっています。 

これに対し伊予市(本庁地区)は実質稼働数が20台程度です。タクシー稼働数で見る

都市の実力比較で、松山市の40分の1だということをご認識いただいた上で、松山市を

中心に半径12ｋｍの円を描いたとき、深夜12時以降にタクシーが稼働するのは、この

郡中だけであることもご認識いただきたいと思います。 

私の認識では、北条(松山市の一部になってしまいました)、重信、砥部、松前とい

った地域は、実質的には松山市の周辺部に過ぎません。また松前町にいたっては、地

場の飲食店が少なく、タクシー会社が地元を放棄して松山市中心部で客待ちをしてい

ることは皆さんご存知の通りです。それに対して郡中は歴史的にも近在の中心地であ

り、現在只今も辛うじて、中心地としての意味合いを有しています。 

私がコミュニティバス等の新しい地域公共交通に疑問を呈している理由のひとつ

が、タクシーの実力=伊予市中心部・郡中の実力を失いたくないというところにありま

す。税金を使って、さほど困っていない方々を「救済」する。そのことが結果として

街の実力を奪うことになっては残念無念です。 

伊予市はここ四半世紀の間に都市としての実力を喪失してきました。NTT、登記所、 

地方局、香川銀行、広島銀行、生命保険各社等々の撤退は、いわゆる支店経済の収縮

をもたらしました。そうした中でも、地元の飲食店の方々の頑張りで、なんとか郡中

らしさが維持されているのです。しかし、中央の景気とは無関係に長引く地方の不況

は、地場の飲食店の経営を圧迫しています。直近でも市内の数店が店仕舞しました。 

私は消費が地域を循環することが地域を維持することにつながると考えています。

市長には、地域循環型消費を是非とも推奨していただきたいと希う次第です。 

田舎町で人生を過ごすということは、大組織で人生を過ごす大都市型の人生とは違

った色合いがあります。自営業という生き方(それも活気ある人生を送ることができ

る)があるのだということが明示されることで、人生の選択肢を豊かにすることができ

ます。また、零細企業、自営業を抜きにして小都市の経済、そして自治を語ることは

不可能です。そうしたご認識の下に、伊予市の舵取りをお願いいたします。 



回  答  内  容 

 

 平素より市政につきまして、格別のご協力とご理解を賜り厚くお礼申しあげます。 

 タクシー業界の頑張りが厳しい地方経済情勢の中でも、郡中が中心性を持ち続けて

いることは、お示しのとおりであると思っております。 

 

ご意見にあります「地域循環型消費」が地域を維持するという考えにも同感であり、

地元に根付いた自営業者の存在が中心性においても、地域の維持においても重要であ

ることは論を俟ちません。 

タクシー事業者もまた、その重要な役割を担っておりますことは十分認識しており

ます。 

 

飲食業が衰退の一途を辿ってきたことについて述べられ、また、ＮＴＴ、登記所・ 

・・ｅｔｃが撤退されてきたことに触れられておりますが、高度経済成長から一時は

バブル経済とまでいわれた高度経済の破綻は、地方都市・伊予市もその埒外ではなか

ったということに尽きます。 

 とりわけ飲食業界は景気の波を最も端的に受けることは、もはや常識の域でありま

しょう。この伊予市においても中央の復活しつつある経済状況の恩恵を一日も早く受

けたいことは言うまでもありません。 

 

本論に戻りますが、今般、コミュニティバスを導入することの目的は、伊予地域（旧

伊予市）には公共交通が利用できない、あるいは利用しにくい交通空白地域が広く存

在することへの対策及び移動手段を持たない、いわゆる交通弱者と呼ばれる方へ、費

用対効果を考慮しながら住民ニーズに応え、必要な交通サービスを提供するというも

のです。 

また、地域内の移動を容易にすることは、郡中の中心性の向上にとっても意味のあ

ることと思われます。 

 

コミュニティバスは、運行時間と運行ルートが決まっており、その時間、ルートに

適合した市民の皆様が利用されることとなり、お客様の細かい要求に対応し運行する

ことのできるタクシーとの大きな差となります。 

 

これらを踏まえますと、タクシーとコミュニティバスとの共存は十分に可能である

と考えており、今後とも魅力のある郷づくりを推進してまいりたいと思っております

ので、ご理解ご協力をお願いします。 

 

 

 


